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ありがとう
ございました
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古紙
（行政回収）（集団回収）

古紙 廃食
用油 合計

3,122t 0t 0t 7,079t 3,284t 3t 13,488t
3,181t 146t 2,901t 7,626t 3,539t 42t 17,435t

市民の皆さんのおかげです

ごみの減量目標達成
　プラ品質Aランク

　プラスチック容器包装類・金属類・廃食用油の分別収集が昨年10月からスタートして１年が経過しました。

　市民の皆さんの資源の分別や減量努力の結果、分別収集開始前１年間と比較して、可燃、不燃、粗大ごみ量は

約9,189トン（－24.50%）減量しました。

　また、プラスチック容器包装類が2,901トン分別資源化され、資源物は、3,947トン（＋29.26%）増えました。

　さらに、ごみ量＋資源物の総ごみ量は合計5,242トン（－10.28%）減量しました。

　当初の総ごみ量の10%減量目標は、皆さんの底力で達成しました（ごみ量だけを見ると24.5%の大幅減量と

なります）。また、10月30日に（財）日本容器包装リサイクル協会によるプラスチック容器包装類の品質再調査

がありましたが、分別への努力と中間処理施設の改善によりＡランクを受けることができました。

　今後ともごみの減量と分別にいっそうのご協力をお願いします。

これからもご協力をお願いします!

１生ごみの水切りを徹底! ❷
レジ袋より
マイバッグを使用! ❸

直せば使える
ものは修理! ❹簡易包装を選びましょう!


